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2 章・第 3 章においては、アメリカの判例を検討する。第 2 章では、エッセンシヤル・ファシリティ理論に関する判
例及び知的財産権のライセンス拒絶に関する判例を検討し、第 3 章では、市場競争と重要な関係を持つ知的財産権の
保護範囲に関する判例を検討する。第 4 章では、第 2 章・第 3 章で検討した判例に関するアメリカの学説を紹介する。
そして、第 5 章において、以上の考察を踏まえて、我が国においてプラットフォーム独占の問題を解決するために、
独占禁止法と知的財産権法をどのように適用すべきかを論じる。
本論文は、アメリカの判例学説の考察から、プラットフォーム独占市場において動態的な効率性を最大化するため
の方法として、①技術の置換を促進するスキーム、②累積的開発を確保するためのライセンス契約促進スキーム、③
既存ライセンシーの保護スキームの 3 要素が必要であることを論証し、競争法の介入においては、①と②が相反する
こととなり、また実効性の点から、③としてだけ問題とすべきであり、①と②については知的財産権法の問題として
対処すべきと主張し、その具体的な対応策を提示している。
従来、プラットフォーム独占については、様々な視点から論じられ、十分に議論がかみ合わないことが多かったが、
本論文では、問題点を的確に整理し、競争法と知的財産権法の役割分担という観点から、説得的な論拠をもって解決
策を提言するものであり、博士(国際公共政策)の学位を授与する価値を有するものと認められる。
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